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尿 路感 染症 に対 す るTicarcillinの 臨床 的検 討
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福島県立医科大学泌尿器科学教室

(主任:白 岩康夫教授)

Ticarcillin(以 下TIPCと 略 す)は 最 近 開 発 され た

注射 用 半 合 成 ペ ニ シ リン で,Carbenicillin(以 下 CBPC

と略 す)に 類 似 した構 造 を有 す る。 ま たCBPCと 同 様,

緑膿 菌,変 形 菌 を含 め た 広 範 囲 な 抗 菌 ス ペ ク トル を有

し,殺 菌 的 に働 く。 と くに緑 膿 菌 に対 す る 抗 菌 力 は,

CBPC, Sulbenicillin(以 下SBPCと 略 す)の2 ～ 3倍

強 力 であ る1 ～ 10)。 そ の構 造 式 けFig1に 示 す とお りで

ち る.

今回われわれは,慢 性複雑性尿路感染症例のうち,と

くに禄膿菌,変 形菌,ABPC耐 性大腸菌に対 し本剤 を

使用 し,基 礎的ならびに臨床的検討 を行 なったので報

告する。

1. 抗 菌 力

尿路感染症症例から分離された緑膿菌4株 に対 し,

TIPCのMICを 測定し, CBPC, ABPCの そ れ と比

較検討した。測定は日本化学療法学会標準法によった。

結果はTable1に 示すとおりで,1株 だけTIPCと

CBPCに わずかに感受性を有するが,他 の3株 はいず

れの薬剤に対 しても耐性を示 した。

II. 臨 床 成 績

1. 投与対象および投与方法

対象は昭和51年8月 から昭和52年3月 までに,福 島県

立医科大学附属病院泌尿器科に入院 した患者中,何 らか

の基礎疾患を有する慢性複雑性尿路感染症18例 で,年 令

は13才 か ら86才 まで,男13例,女5例 であった。

投与方法はA群(2g/日 投与),B群(4g/日 投与)に

分け,そ れぞれ1回1 ～ 29を20% glucose 20mlに 溶

解し,1日2回 分割静注した。投与 日数は7日 間を原則

とした。

なお,本 剤投与直前に他の抗生剤を使用 し無効であっ

た例が含まれているが,い ずれも本剤投与前に1日 の休

薬期間をおき,そ の後カテーテル尿または中間尿を採取

し,一 般検尿,定 量培養を実施 し,起 因菌の確認を行な

った。さらに,3濃 度disc法(栄 研)に より, CBPC

の感受性検査を実施 している。

なお,No.10にSBPC, No.13にCETを 併用 した

以外に併用薬は投与 しなかった。

2. 効果判定

効果の判定はUTI研 究会による急性単純性膀胱炎の

効果判定基準11)を参考にし,起 因菌に対する効果を主に

した。その基準は以下のとお りである。

著効: 尿中細菌培養の陰性化。

有効: 菌数の減少または菌交代現象,お よび尿所見,

自覚症状の改善のいずれかをみたすもの。

無効: 上記,著 効,有 効以外のもの。

3. 臨床効果

臨床効果はTable2に 示す。18例 中著効5例,有 効

7例,無 効6例 で有効率66.7%の 結果 を得た。著効例

中,症 例2は 本剤投与開始前106コ/ ml以 上あった尿中

細菌が,投 与終了時には消失しており,ま た尿所見 も著

明に改善 した。症例6の 尿道カテーテル留置例において

も,本 剤投与後には,尿 中細菌の消失お よび尿所見 の

改善が認められた。

また,1日 投与量をA群(2g/日), B群(4g/日)に

分けて検討 した(Table3)。 その結果,A群 は著効4

例,有 効2例,無 効3例,B群 は著効1例,有 効5例,

Fig. 1 Structure of ticarcillin

Table 1 Antibacterial spectrum of penicillin 

for clinical isolated Ps. aeruginosa

Inoculum size: 106 cells / ml
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無効3例 で,有 効率は両群とも66.7%と 差は認められな

かった。

4. カテーテル留置の有無による臨床効果

18例 中カテーテル留置例9例,非 カテーテル例9例 に

ついて,そ れぞれ臨床効果を比較した。前者 は著効2

例,有 効3例,無 効4例 で有効率55.6%,後 者は著効3

例,有 効4例,無 効2例 で有効率77.8%で あ った(Table 

4)。

5. 細菌学的効果

本剤投与前に分離された菌の消失の有無から判定 した

細菌学的効果を,菌 種別およびCBPC, ABPCデ ィス

ク感受性別に分類 した(Table 5)。 裏中には,消 失 し

Table 2
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た株数を分子に示 した。分離菌は24株 であった。緑膿菌

では11株 中8株 消失 し,消 失率72.7%と な った。ディス

ク感受性別に検討すると,CBPCの 場 合耐性株7株 中

6株 消失してお り,またABPCで は全株耐性を有してい

るが,8株 の消失例を認めた。その他の各種分離菌に対

する両剤の感受性は類似 した傾向をみせ,両 者の間に著

明な差はみられなかった。大腸菌では4株 全例消失例で

あるが,CBPC, ABPC耐 性株が3株 あった。

6. 副 作 用

全例に本剤投与前後の末梢血について赤血球数,白 血

球数,ヘ モグロビン,ヘ マ トクリット,血 小板数を検討

し,肝 機能検査 と して,血 清GOT, GPT,ア ル カリ

Clinical cases
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フォスファターゼ,腎 機能検査として,BUN,血 清 ク

レアチニンの測定を行なった(Table 6)。2例 に投与後

血清GOTの 上昇を認めた(症 例7,症 例14)。 症 例

7は 投与終了翌日77と上昇したが,4日 後に再検したと

ころ33と 下降 していた。また症例14は 投与後48と 上昇し

たが,5日 後の再検で,33と 下降してきてお り,両 者と

も一過性の上昇であった。

症例10で 血清GOTの 上昇が認め られたが, SBPC

59/日 を3日 間併用 しており,本 剤による副作用とは断

定し難いので.副 作用発現例から除外 した。なお,胃 腸

症状,ア レルギー症状等の副作用をきた した症例は な

い。

III. 考 案

TIPCは 前述のとお り,緑 膿菌に対す る抗菌 力は,

CBPC,SBPCの2～3倍 強力である。われわれが検討

した緑膿菌4株 中1株 だけではあるが感受性を有 し,そ

のMICはTIPC 25μg / ml, CBPC 50μg / ml, ABPC

>200μg / mlで あった。他の3株 はTIPC, CBPC,

ABPCい ずれにも耐性を示した。諸家の報告にも同様の

傾向がみられるが,と くに耐性菌が多いのは,当 院の症

例がすでに種々抗生剤の投与をうけていたことが一因と

も考えられる。

症例10, 15, 16に 対 しては,本 剤を投与する前に,緑

膿菌,変 形菌等に効果があるといわれているSBPC4g/日

～10g/日 の投与を行なってみたが,全 例,細 菌学的効果

および尿所見の改善はみられなかった。その後症例10,

15に 本剤を投与 したが同じように無効であった。 しか し

症例16で は,SBPC無 効 のため,す ぐに2次 選択剤とし

て本剤を投与 したところ,有 効の評価を得ることができ

た。以上から,本 剤がSBPCに 比較しやや効果的であ

ったという印象をうけた。

1日 投与量をA群(2g/日),B群(4g/日)に 分けて

検討した結果では,カ テーテル留置率および重症度に差

がないにもかかわらず,両 者に効果の差は認められず,

慢性複雑性尿路感染症における本剤の1日 投与量は2g

で よいと考える。 これはCBPCの 臨床常用{量より低用

量であ り,そ れだけ副作用等の発現頻度は低くなる3)4)。

副作用は,2例 に本剤投与後血清GOTの 上 昇が認

められた。 しかしいずれも入院時に肝機能の低下を指摘

されてお り,ま た本剤投与終了数日後には正常範囲内に

戻っている。その他,末 梢血液,腎 機能に異常のみられ

た症例はない。少数例のため断定的なことは言え ない

が,本 剤は比較的安全な抗生剤と言える。 しか し,肝 機

能障害例には注意して使用する必要があろう。

結 語

1. TIPCはCBPCに 比 し,緑 膿菌に対す る抗菌力

は2倍 強力である。われわれの臨床分離緑膿菌1株 は,

CBPCのMICがTIPCの それの2倍 であった。

2. 18症 例に臨床効果を検討 し,有 効率66.7%の 結果

を得た。

3. 1日 投与量をA群(2g / 日), B群(4g / 日)に 分

けて検討 し,治 療効果上両群に差は認められなかった。

4. カテーテル留置の有無による効果判定 では非カテ

ーテル群の有効率77.8%,カ テーテル留置群の有効率

55.60%と 明らかな差が示された。

Table 3 Clinical results classified by daily doses

Table 4 Clinical results of indwelling catheter 

group and catheter free group

Table 5 Bacteriological results classified by 

susceptibility
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5. 本剤投与前に分離された菌の細菌学的効果を,菌

種別,CBPC, ABPCデ ィスク感受性別 に検討 した。

CBPCに 感 受性のある菌株は緑膿菌11株 中4株,大 腸

菌4株 中1株 であり,ほ とんどが耐性を有 していた。ま

たABPCに 感受性のある株は大腸 菌1株 だ けであっ

た。感受性別の検討では,両 剤とも著明な差はみられな

かった。

6.副 作用として2例 にS - GOTの 上昇が認められだ

が,2例 とも本剤投与前からS - GOTの 変動が認 めら

れており,本 剤の投与が直接関係 しているかどうかは不

明である。その他投与前後の末梢血液 腎機能に変化は

なく,胃 腸障害,ア レルギー様反応は全 く認められなか

った。

なお,MICは 本院中央臨床検査部長 茂田士郎先生

の測定によった。深甚の謝意を表する。
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URINARY TRACT INFECTION
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Department of Urology, Fukushima Medical College

Ticarcillin was administered clinically to 18 cases of chronic complicated urinary tract infection, and the 

following results were obtained. 

1. Clinical efficacy was obtained in 12 cases out of 18 cases, efficacy rate being 66.7%. Classified bydose, 

no difference was observed on the effects, as both 2 g group and 4 g group showed an efficacy in 6 cases out 

of 9 cases, efficacy rate being 66. 7%. Classified by catheterization, efficacy rate was lower in catheterization 

group, as catheterization group showed an efficacy in 5 cases (55. 6%) out of 9 cases, while non-catheteriza -
tion group in 7 cases (77.8%) out of 9 cases. 

2. As to the bacteriological effects classified by bacterial species, Ps. aeruginosa disappeared in 8 strains out 

of 11 strains, disappearance rate being 72.7%, moreover even 7 CBPC resistant strains resulted in disappea-

rance in 6 strains. In the cases of E. coli, all 4 strains disappeared, and 3 strains of them were ABPC

resistant. 

3. As to the side effect of the drug, S-GOT was elevated in 2 cases, though a causal relation with the 

drug was unknown. No other side effect a symptom was observed, nor abnormality on laboratory tests.


